
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 2 回
環境的に持続可能な都市
（ESC）ハイレベルセミナー 

開催日 ： 平成 23 年 3 月 15 日（火） 

会 場 ： 北九州国際会議 ２F 国際会議室 

主 催 ： 日本(環境省)、カンボジア(環境省)、タイ(天

然資源・環境省)、マレーシア(天然資源・環

境省)  
後援 ： オーストラリア政府、国連アジア太平洋経済

社会委員会(ESCAP)、北九州市 
協力 ：  オーストラリア連邦科学産業研究機構

(CSIRO)、独立行政法人国際協力機構

（JICA）、低炭素都市推進協議会（内閣官

房地域活性化統合事務局） 

●開催趣旨 

環境的に持続可能な都市（ESC）ハイレベルセミナー

は、東アジア諸都市の ESC の実現に向け、中央政府

や地方政府、国際機関、援助機関、NGO、民間企

業、研究機関等による優れた施策や取組みの知見を

共有し、これらの多様なステークホルダー間の連携を促

進することにより、その施策や取組みの域内での移転・

拡大・協力を推進することを目的に開催されます。本

セミナーは、その多様なステークホルダー間の情報交換

や連携を促進するプラットホームとして機能することが期

待されます。 

 
●セミナー開催の背景 
2008 年 10 月にベトナム・ハノイにて開催された第 1 回東アジア
首脳会議環境大臣会合において、同枠組の最初の環境協
力事項として「環境的に持続可能な都市（ESC）」を推進する
ことが決まりました。同会合には、東アジア首脳会議に参加す
る 16 カ国（ASEAN10 カ国、日本、中国、韓国、オーストラリ
ア、二ュージランド、インド）の関係者が出席し、ESC 促進のた
めの協力活動などが議論されました。 
 
これを受け、第 1 回 ESC ハイレベルセミナーが 2010 年 3 月に
インドネシア・ジャカルタにて開催され、今回、第 2 回セミナーが
北九州市にて開催されます。 

基調講演 

「低炭素都市に向けた
  日本の取組み」 

 

小林光  
環境省上席参与 

「環境モデル都市
プロジェクトの成果と 
都市の環境性能評価」 

 

村上周三   
独立行政法人建築研究所理事長 

申込方法は下記のサイトから （オンライン申込のみ受付） 

http://www.hls-esc.org   
＊参加希望者は事前登録が必要です。 
 
【連絡先】 
ハイレベルセミナー事務局 
(財)地球環境戦略研究機関 北九州アーバンセンター 
〒805-0062 北九州市八幡東区平野 
一丁目 1 番 1 号国際村交流センター2F 
Tel: 093-681-1563  Fax: 093-681-1564 
担当：前田 (maeda＠iges.or.jp)  
      Shom (teoh＠iges.or.jp) 

参加無料
要申込 
参加者定員 

50 名 

第 1 回 ESC ハイレベルセミナーの様子（2010 年 3 月） 

※ プログラムは裏面参照 



 

 
 

第 2 回環境的に持続可能な都市（ESC）ハイレベルセミナー 
2011 年 3 月 15 日（火）  北九州国際会議場 ２F 国際会議室 

 
 プログラム（仮） 

9:00－9:30 開会 

9:30－10:00 休憩 

10:00-11:00 

全体会議 ① 基調講演 

 講演 1：低炭素都市に向けた日本の取組み（小林光 環境省上席参与） 

 講演 2：環境モデル都市プロジェクトの成果と都市の環境性能評価 （仮題、村上周三 独立研究法人

建築研究所理事長） 

11:00-12:30 

全体会議 ② 国別モデル都市プログラム立上げの進捗報告 

 国別モデル都市プログラム推進の経緯説明 

 各国のモデル都市プログラムの実施・準備状況の紹介 

 参加都市の環境コミットメントの発表、進捗状況の報告 

 各機関からの支援の提案 

 パネルディスカッション 

12:30-13:30 休憩  

13:30-15:30 

テーマ別分科会 A  

廃棄物管理と衛生 

 カンボジア・プノンペン市 

 ベトナム 

 ラオス・ルアンプラバン市 

 シンガポール 

 ミャンマー・ヤンゴン市 

 インドネシア・スラバヤ市 

 中国 

 JICA 

ほか 

テーマ別分科会 B  

交通と大気質管理 

 タイ・バンコク 

 シンガポール 

 フィリピン・イロイロ市 

 フィリピン・カガヤンデオロ市 

 中国 

 ニュージーランド 

 German International Cooperation (GIZ) 
 Clean Air Initiative for Asian Cities (CAI-Asia) 
 国際連合地域開発センター(UNCRD) 
ほか 

15:30-16:00 休憩 

16:00-18:00 

テーマ別分科会 C  

都市計画 

 マレーシア 

 マレーシア・クチン市 

 韓国・京畿道 

 インド 

 中国 

 フィリピン 

 横浜市 

 北九州市 

 世界銀行 Eco2 Cities  

 シティネット（CITYNET） 

ほか 

テーマ別分科会 D  

都市と適応 

 オーストラリア 

 カンボジア 

 インドネシア 

 韓国 

 フィリピン 

 タイ環境研究所（TEI） 

 米国国際開発庁（USAID） 
 イクレイ － 持続可能性を目指す自治体協議会 

ほか 

18:00－18:20 閉会 
 

2011 年 2 月 18 日時点 

※ プログラムの詳細はウェブサイトをご参照くだい。 http://www.hls-esc.org 


